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論
文
内
容
要
旨
口
唇
裂
口
蓋
裂
は
顎
顔
面
に
発
生
す
る
先
天
異
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
,本
疾
患
を
有
す
る
的
,機
能
的
に
様
々
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
形
態
的
特
徴
の
一
つ
に
顎
裂
の
存
在
が
こ
の
顎
裂
に
起
因
し
て
顎
裂
隣
在
歯
で
あ
る
中
切
歯
や
犬
歯
の
著
酷
な
萌
出
方
向
の
異
支
持
骨
の
不
足
,上
顎
前
歯
歯
槽
部
高
の
低
成
長
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
歯
の
不
正
を
改
善
す
る
た
め
に
は
相
当
量
の
歯
の
移
動
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
中
切
歯
(以
下
,裂
側
中
切
歯
と
略
)の
移
動
を
行
う
際
の
問
題
点
と
し
て
,移
動
速
度
困
難
,歯
随
反
応
の
低
下
や
動
揺
度
の
増
大
,高
頻
度
に
み
ら
れ
る
斜
め
方
向
の
歯
根
吸
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
,顎
裂
骨
欠
損
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
複
数
の
咬
合
形
成
の
の
,こ
れ
に
関
わ
る
顎
裂
部
の
形
態
的
特
徴
に
つ
い
て
は
,従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
究
で
は
顎
裂
隣
在
歯
で
あ
る
裂
側
中
切
歯
を
と
り
あ
げ
,ま
ず
中
切
歯
の
不
正
の
程
度
を
把
つ
い
で
矯
正
治
療
時
の
歯
の
移
動
の
場
で
あ
る
顎
裂
周
囲
歯
槽
骨
の
三
次
元
的
構
造
を
 切
歯
周
囲
歯
槽
骨
量
を
墾
ら
か
に
し
,こ
れ
と
裂
側
中
切
歯
の
不
正
と
の
関
連
を
検
討
す
る
こ
と
対
象
症
例
は
片
側
性
口
唇
β
蓋
裂
患
者
32例
と
し
,資
料
と
し
て
上
記
患
者
の
上
顎
歯
列
X線
CTを
用
い
た
。
こ
れ
ら
か
ら
上
顎
中
切
歯
の
植
立
状
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
 頚
部
,
歯
頚
側
i
/
3
,
根
尖
側
王
/
3
,
根
尖
部
の
高
さ
で
明
ら
か
に
し
た
。
 結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
 i.裂
側
中
切
歯
は
非
裂
側
中
切
歯
に
比
べ
,著
し
い
近
心
捻
転
と
遠
心
傾
斜
が
み
ら
れ
た
。
2
.
中
切
歯
を
と
り
ま
く
歯
槽
骨
幡
は
,
裂
側
中
切
歯
,
非
裂
側
中
切
歯
と
も
に
,
唇
薄
か
っ
た
。
ま
た
,裂
創
中
切
歯
を
と
り
ま
く
歯
槽
骨
幅
は
顎
裂
鰯
,口
蓋
側
に
お
い
 り
も
有
意
に
薄
か
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
,顎
裂
に
近
接
す
る
裂
側
中
切
歯
の
周
囲
歯
槽
骨
幅
は
非
常
に
薄
い
こ
と
が
と
は
著
し
い
歯
列
不
正
を
呈
す
る
顎
裂
に
近
接
す
る
歯
の
移
動
に
あ
た
っ
て
は
,そ
の
 が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
本
研
究
か
ら
,裂
側
中
切
歯
の
移
動
に
先
立
っ
て
,周
囲
歯
槽
骨
な
ら
び
に
歯
槽
基
底
審査結果要旨
 口唇裂口蓋裂を有する、患者の咬合系は種々の問題を抱えており,その程度も著しいことから咬合
 形成上の園難な問題が山積している。このうち顎裂に近接する部位の咬合状態は,裂側中切歯の捻
 転や傾斜が著しく,改善が霞難であり,完成された咬合の長期維持も困難となっている。また,人
 為的な歯の移動可能領域は歯槽基底部上に限定されるという従来の概念については,それを定量的
 に検討した報告は極めて少なく,殊に,著しい不正を呈し相当量の歯の移動が必要とされる顎裂隣
 在歯においては,臨床上重要な考慮事項となり得るものの,未だ明示されていない。
 そのような規点に立って,本論文は顎裂近接歯として中切歯を選択し,その捻転,歯軸の異常を
 歯根周麗歯槽骨形態とともに明示し,岡部の咬合形成上の問題点を検討することを目的としている。
 本論文の目的は,同疾患の歯科矯正治療上直面する大きな問題点であり,臨床研究テーマとして重
 要かつ適切なものと判断できた。方法は片側口唇口蓋裂児の歯列模型から中切歯の植立状態を,X
 線CTから歯槽骨形態を解析している。歯列模型の基準の設定にあたっては,本疾、患が上下顎骨全
 体の形態形成に影響を与えることを考慮し,上顔面部にその基準を求めており,妥当性のあるもの
 と判断でき,また裂側中切歯と非裂側中切歯との比較により,裂側に特有の特徴の抽出を試みてい
 る。歯槽骨の形態評価については,三次元的解析として必要不可欠なX線CTを用いており,適切
 な方法であると判断できた。結果は以下の通りであった。i)裂側中切歯には著しい近心捻転と遠
 心傾斜が認められた。2)裂側,非裂側中切歯の唇舌的傾斜角には差がみとめられなかった。3)
 裂側,非裂側中切歯の植立状態には相関が認められなかった。4)裂側中切歯の顎裂側,口蓋側の
 周囲歯槽骨の幅は極めて少量であった。5)裂側,非裂側中切歯の周囲歯槽骨の幅は,唇側から顎
 裂側,口蓋側へと移行するに従い減少がみられた。また歯頸部から根尖側へと移行するに従い増加
 がみられた。6)裂織,非裂側中切歯の植立状態と周囲歯槽骨の帳には一定の相関が認められなか
 った。裂側中切歯に著しい遠心傾斜が認められ,一方で顎裂側の周囲歯槽骨は少量であることは,
 顎裂に近接し著しい歯列不正を呈する歯の人為的移動に際しては,その移動方向,移動量に限界が
 あることを示唆するものであり,臨床上極めて重要な知見をもたらしたと判断できた。
 以上,口唇裂β蓋裂児の歯科矯正治療にあたって臨床上極めて有用な新知見を見出し,同疾患の
 臨床管理の全体を決定づけるうえでも有益な示唆を示した本研究成果は博士(歯学)の学位授与に
 値すると認める。
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